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江戸城の能舞台の復元研究 
―殿舎における演能空間の変遷― 
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In Edo-castle, more than one, the noh stage which was here. 
Space in those stages is read, untied and compared. 
It's based on the result, and a water stage in a Ninomaru palace is restored.After that I'd like to 
examine how the purpose of comparing a ceremony-like stage, a private stage and a pleasures-
like stage and doing a Noh play was reflected by construction.. 
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１．はじめに 
	 江戸時代、江戸城郭内には複数の能舞台が存在したと
いう。儀式用の表舞台と稽古用の奥舞台、他に遊興のため
の舞台などが存在し、多様化していた。 
	 本研究は江戸城内の各能舞台の空間を把握、または復
元を行い、それぞれの場において儀式・稽古・遊興といっ
た能楽に対する目的が能舞台、さらには見所を含めた演
能空間全体にどのように反映されているかを明らかにし
たい。 
 
２．武家と能楽 
（１）徳川家将軍と能楽 
	 能楽は江戸時代初期から幕末にかけて将軍に親しまれ
ていた。その影響で武士たちの間でも盛んになり、武士の
嗜みとなっていった。また、武技を磨くより能楽に上達す
る方が処世上有利なことが多く、能楽が広まる理由とな
っていた。 
（２）武家屋敷における殿舎構成の規範 
	 江戸時代寛永度に入ると幕府は安定し、諸大名の屋敷
では将軍御成が行われるようになった。御成を演出する
晴れの舞台として接客・遊興のための御成御殿が武家屋
敷内につくられるようになり、次第に規範が定まってい
った。その設計の規範の一つとして『匠明』の「屋敷図」
があげられる。これによると南東を「表」として広間・能
舞台などを配置し、北西を「奥」として休息・就寝・食事
など日常的な生活に使われる部屋を配置した。この構成
は江戸前期に建てられた武家屋敷において忠実に踏襲さ
れた。	
	 また、江戸後期になると、基本の殿舎構成は変わらない
ものの、能楽の繁栄により、「奥」にも稽古用の能舞台が
配されるようになる。	
 
３．江戸城における様々な能舞台とその比較 
（１）江戸城造営と作事方 
	 江戸城は主に将軍の居室であり政務の中心となる本丸
御殿、将軍の別邸として文化面が強い二の丸御殿、世継ぎ
や前将軍の居所である西の丸御殿で構成される。各御殿
では江戸時代にわたり造営が繰り返され、同時に能舞台
の造営も繰り返されたことが考えられる。	
	 江戸城の作事方、大工頭として代表されるのが小堀遠
州と中井正清一門である。二方とも徳川家から絶大な信
頼を寄せられ、江戸期における公儀作事に多く携わった。 
（２）本丸御殿における表舞台と能舞台 
	 一つの御殿において表舞台と奥舞台がある際に寸法体
系に違いはあったのか把握したい。ここでは寸法に関す
る資料が現存する万延元年（1860）造営の本丸御殿の表
舞台と奥舞台を比較対象とした。検証結果は表舞台に対
し、奥舞台は格下げが行われていることがわかった。さら
に奥舞台と一般的な能舞台を比べると前者の方が格高く、
「奥」とはいえ江戸城内として大きく格下げはされていな
かった。 
	 見所について、表舞台は大広間を見所とし、見物人が着
座する位置が厳しく決められていた。一方で奥舞台は舞
台正面と座敷正面は異なり、「観る」のではなく「演ずる」
ための舞台であったことが見所に反映されている。 
 （３）本丸御殿における造営時の異なる舞台 
	 本丸御殿は５回の造営が行われ、表舞台も同時に最大
５回の造営が行われたことが考えられる。表舞台は元和
八年（1622）に初めて造られたが（諸説あり）、江戸時代
にわたって舞台が変化したのか検証を行った。 
検証の結果、江戸前期の舞台が後期の舞台と比べると橋
掛かりが長いなど多少の変化は見られるもの能舞台を印
象付ける舞台の部材の寸法や装飾は同様であるとわかっ
た。つまり江戸時代前期にはすでに能舞台の基本の寸法
体系が出来上がっており、前期から後期にかけて大きな
変化はなかったということができる。 
（４）本丸御殿とその他の能舞台 
	 本丸御殿の舞台とその他の御殿の舞台にどのような違
いがあったのかを明らかにしたい。 
	 ここでは西の丸御殿の表舞台を比較対象とする。検証
の結果、本丸の表舞台にかなり近い造りであることがわ
かった。軒高に関しては本丸表舞台と比べると少し低く、
本丸奥舞台より高い。あえて格を定めるとすれば、本丸表
舞台、西の丸表舞台、本丸奥舞台の順に下がると言えるの
ではないだろうか。 
 
４．江戸城の遊興的能舞台の復元 
（１）殿舎構成 
	 寛永七年度に造営された二の丸御殿能舞台について復
元を行う。この舞台はわずか十三年しか存在しなかった
舞台である。作事方は江戸時代前期の公儀の多くを務め
た小堀遠州と中井家の棟梁と考えられる。 
	 御殿は茶室や池が造られた遊興的な御殿であり、武家
屋敷の規範からするとかなりの変形が見られる。 
	 御殿の南側には濠に浮く能舞台が確認できる。能舞台
前の見所は広間を兼用するのではなく、一列の桟敷があ
った。桟敷は身分により座る場所が決まっており、西を上
座として、順に座るようになっていた。 
（２）舞台復元 
	 能舞台の基本の寸法体系である「間」に比例させる考え
が確立するのは慶長十三年（1608）に『匠明』頃であり、
復元対象とする舞台造営時にはその後である。	
	 	 格下げが行われたか否かは定かでないが、二の丸御
殿の豪華絢爛な造りを考えると、舞台も同様に豪華に作
られたことが考えられる。重要な舞台の一部である橋掛
かりが折れていたことは、水の上という地形に舞台の造
りが左右されたためだろう。それを踏まえ復元を行った
図１ 寛永度二の丸御殿能舞台と桟敷 復元立面図	
（３）見所の復元	
	 舞台と広間の間は３間または５間とすることが常であ
る。しかし二の丸御殿指図を見ると明らかに５間以上離
れており、『御二丸御殿御指図』によると約９間（約１６
m）離れていたのではないかと考えられる。この寸法は能
舞台を見るために意図的に設定したとは考え難く、地形
合わせゆえに舞台と見所の間に距離が開いてしまったと
言える。	
	 また、見所に関して、入側はないとした。武家屋敷の広
間には縁に入側（広縁）、落縁がつくことが常であるが、
二の丸御殿の桟敷に関しては、能の見所としてつられた
ものであり、能舞台と桟敷との間に通路をつくる必要が
ないため、このようにした。 
	 桟敷については最も奥の部屋を上段とし、床を一段高
くした。また、上座の部屋に床が設えてあったとすれば、
舞台を正面に座った際に背後ではなく右手側にある。	
	 （４）CG での復元 
図２ 二の丸御殿の桟敷から水上能舞台をみた様子 
（CG 復元） 
５．結論 
	 江戸城郭内の複数の能舞台の比較によると、造りに違
いはあり、周辺環境による違いが目立った。 
	 見所について本丸御殿の表舞台では見物人による座る
位置が定められた一方で奥舞台では定められていない。
これは将軍にとって「観る」ための舞台と「演ずる」ため
の舞台であることが見所の造りに現れたと言えるだろう。 
	 二の丸御殿では「観る」ための舞台であるが、一方で舞
台と見所が大きく距離が開き十分に演目に集中できる環
境とは言い難い。言い換えれば能舞台は庭を構成する一
部の要素であり、水辺や築山などといった外部の要素を
含めてみることを楽しんでいたと考えられる。 
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